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直近1年間の経常利益No.２０ー９
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100１万～3000万円 3001万～１億円未満 1億～3億円未満

出典：文部科学省科学技術政策研究所「大学等発ベンチャーの企業戦略及び支援環境に関する意向調査」（2008年11月実施）
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直近1年間の研究開発費No.２０ー１０
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3001万～１億円未満 1億～3億円未満 3億～5億未満 5億円以上

出典：文部科学省科学技術政策研究所「大学等発ベンチャーの企業戦略及び支援環境に関する意向調査」（2008年11月実施）



78
出典：経済産業省「平成１８年度・平成１９年度大学発ベンチャーに関する基礎調査報告書」

大学発ベンチャーの年度別設立数
（後年度に判明するものの状況）

No.２０ー１１

＜１８年度判明＞ ＜１９年度判明＞
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出典：経済産業省「平成１９年度大学発ベンチャーに関する基礎調査報告書」

大学発ベンチャーの経済効果・雇用効果No.２０ー１２
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注）都市圏：首都圏
（東京都、埼玉県、
千葉県、神奈川県）、
近畿圏（大阪府、京
都府、兵庫県）

地方圏：上記以外の
道県

出典：経済産業省「平成１９年度大学発ベンチャーに関する基礎調査報告書」

都市圏・地方圏の大学発ベンチャー設立数と
経済波及効果

No.２０ー１３



81出典：経済産業省「平成１９年度大学発ベンチャーに関する基礎調査報告書」

直近の大学発ベンチャーの
大学別新規創出数の上位校

No.２０ー１４



82
出典：「中小企業白書 2007年版」

参考：開業・廃業による雇用創出効果（10年間）No.２０ー１５



83出典：経済産業省「平成１９年度大学発ベンチャーに関する基礎調査報告書」

最近設立された大学発ベンチャーの事業分野No.２０ー１６
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産総研のベンチャー創出の実績（社会インパク
ト）
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2006年実績； 売上高 33億円 従業員数 548人

出典：産業技術総合研究所調べ

産業技術総合研究所技術移転ベンチャー数No.２０ー１７
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テクノロジーイ
ノベーション型

44%

パラダイムイノ
ベーション型
34%

アプリケー
ションイノベ
ーション型
13%

社会基盤
強化型
9%

産総研技術移転ベンチャーの分類

コア技術の特徴に着目して４種類に分類

②パラダイム・イノベーション型ベン
チャー
新技術により新たな市場を開拓する企業

④社会基盤強化型ベンチャー

国民の安全、安心に寄与するような半ば公的性格を有する企業

①アプリケーション・イノベーション型ベンチャー
既存の技術要素を組み合わせて新たな応用技術を創成し既存の市場に導入す
る企業

③テクノロジー・イノベーション型ベン
チャー
新技術を既存市場に導入する企業

ﾀｽｸﾌｫｰｽ型32社の割合

出典：産業技術総合研究所調べ

産業技術総合研究所技術移転ベンチャーの分類No.２０ー１８
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スタートアップ・アドバイザー（民間から採用するビジネス経験者）

研 究者

ビジネス経験者の雇用と人材育成

事業戦略 知財戦略 販売戦略研究開発戦略 資金調達

チーム化

新たな知財

の創出

技術的課題

の克服

試作品

の開発

長年の基礎

研究（元と

なる知財）

量産製品

設計
製品改良

量産体制
の実現

コンサルタントではなく
当事者として参加

戦略の洗練化

開発の成果

創業に取り組む研究者のサポート体制を確立

出典：産業技術総合研究所

産総研技術移転ベンチャーの分類産業技術総合研究所のベンチャー創設体制No.２０ー１９
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ベンチャー支援で重視する活動の変化

出典：文部科学省 科学技術政策研究所 第３期基本計画フォローアップ調査研究「イノベーションに関する調査」

２００３年 ２００８年

No.２０－２０

2003年

0 10 20 30 40 50

1. 起業やベンチャー活動に関わる相談窓口・
機能・体制の強化

2. インキュベーション施設、設備の貸与、利
用

3. 貴大学等での起業や事業化に向けた研究
費等の助成

4. 大学等による出資や関連ファンドの整備

5. ベンチャー支援のための人材の確保・充実

6. ベンチャーの広報活動への支援（産学連
携関連イベントの開催など） 

7. ベンチャーに対する知財面の優遇

8. 教職員によるベンチャー創出の支援

9. 学生・院生によるベンチャー創出の支援

10. その他

(N=60)

1位

2位

3位

現在

0 10 20 30 40 50

1. 起業やベンチャー活動に関わる相談窓口・
機能・体制の強化

2. インキュベーション施設、設備の貸与、利
用

3. 貴大学等での起業や事業化に向けた研究
費等の助成

4. 大学等による出資や関連ファンドの整備

5. ベンチャー支援のための人材の確保・充実

6. ベンチャーの広報活動への支援（産学連
携関連イベントの開催など） 

7. ベンチャーに対する知財面の優遇

8. 教職員によるベンチャー創出の支援

9. 学生・院生によるベンチャー創出の支援

10. その他

(N=60)

1位

2位

3位




